
今年度の当初予算のポイントや主な事業
などを紹介します。
問財政課（電504-2075、フ504-2099）当初予算が決まりました
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貸付金の元利収入など

5.8％
388億6451万円
（0.1％増 ）

その他（地方消費税交付金※、繰入金など）
12.8％
858億7556万円（8.8％増 ）

※これまでの税率引き上げに伴う地方消費税交付金の増収分（174億7663万円）は、
生活保護費などの扶助費や介護保険事業特別会計への繰出金などの社会保障費（一
般財源819億4748万円）に充当します

市税　36.8％
2466億2090万円
（2.2％増 ）県支出金

5.2％
347億2928万円
（5.1％増 ）

借入金（市債）の
返済など

5.8％
390億4984万円
（2.2％減 ）

保健・医療や
環境対策など
10.5％
700億6595万円
（5.3％減 ）

市民参加や
平和の推進など
7.8％
521億7569万円
（2.5％減 ）

地域経済・
観光の振興など 3.1％
204億1511万円
（0.9％増 ）

消防活動など
2.2％
144億3075万円
（0.9％増 ）

福祉サービスの
提供など 33.7％
2259億7737万円
　（4.4％増 ）

教育の充実
15.7％
1052億115万円
（3.8％増 ）

道路・市街地の整備、
交通など

15.2％
1020億4277万円　（2.0％減 ）

国庫支出金　21.4％
1433億6842万円（1.1％増 ）

借入金（市債）
8.5％
566億3400万円
（18.0％減 ）

地方交付税
9.5％
635億円（13.4％増 ）

支出
6695億
9267万円
（1.6％増　）

人件費 21.3%
職員の給与など

1425億4227万円
（0.7%減 ）

投資的経費 12.4％
道路や学校建設、災害
復旧事業費など

834億3490万円
（6.7％減 ）

公債費 5.8%
市債の返済など

388億96万円
（2.2％減 ）

物件費 12.0%
施設の運営や業務委託費など

807億5354万円
（8.0％増 ）

その他 14.3%
満期一括償還分の減債
基金積立金など

954億6729万円
（6.0%増 ）

補助費など   11.0%
各種団体への補助金など

734億2177万円（6.9％増 ）

維持補修費 1.3％
施設の維持補修など

86億2290万円（19.7％増 ）

扶助費 21.9%　
生活保護費や各種手当など

1465億4904万円
（0.6％増 ）

消費的経費　67.5％
4518億8952万円
　（2.7％増 ）

支出
6695億
9267万円

予算約56万5900円 （対前年度1万1100円増 ）

　一般会計予算6695億9267万円を市の人口118万3150人（令和 5年 2月
末）で割って計算しました。100円未満は端数処理しています。

項目 予算額 対前年度
福祉サービスの提供など 約19万1000 円 8,800 円増

教育の充実 約 8万8900 円 3,500 円増

道路・市街地の整備、交通など 約 8万6200 円 1,500 円減

保健・医療や環境対策など 約 5万9200 円 3,100 円減

市民参加や平和の推進など 約 4万4100 円 1,000 円減

借入金（市債）の返済など 約 3万3000 円 600 円減

地域経済・観光の振興など 約 1万7300 円 300 円増

消防活動など 約 1万2200 円 200 円増

議会の運営 約1,400 円 増減なし

災害復旧 約700 円 900 円減

その他 約 3万1900 円 5,400 円増

市民１人当たりに換算すると性質別に見た広島市の支出
（　）は対前年度増減率

一般会計の内訳
予算額の内訳と構成比。（　）は対前年度増減率

令
和
５
年
度

予算総額 1兆2153億7510万円（対前年度 0.5％減　）

※前年度当初予算額に
市議会議員補欠選挙の
実施に関する補正予算
額を加えたものに対す
る増減率です

保険料などの特定の収
入で特定の事業を行
い、一般会計とは別に
経理する会計。市には、
国民健康保険や介護保
険など 20の特別会計
があります。

民間企業と同じように、
主にサービスの提供で
収入を得て、その収入
で支出を賄う会計。市
には、水道、下水道、安
芸市民病院の三つの企
業会計があります。

一般会計 特別会計 企業会計

3980億9089万円
（対前年度4.1％減 ）

1476億9154万円
（前年度と同規模 ）

6695億9267万円
（対前年度1.6％増※ ）

骨格予算として編成
令和 5 年度当初予算は、4 月に

市長の任期が満了することを踏ま
え、支出が義務付けられている経費
などを中心とした「骨格予算」とし
て編成しました。
　主な事業として、5月に開催され
るＧ 7 広島サミットの開催支援に
係る経費などを計上しました。新規
事業は、低所得の妊婦への助成な
ど、国の政策などに基づく事業にと
どめました（ 3㌻主な経費参照）。

一般会計は1.6％増
　一般会計の総額は、前年度当初

予算より1.6％増となりました。主
な要因は、市債の償還費のうち 5
年度に満期を迎える元金や将来の
償還に備えるための減債基金への
積立金が増加したこと、障害者自立
支援や民間保育園の運営補助など
の社会保障費が増加したことなど
です。
　特別会計は、公債管理特別会計
と市立病院機構資金貸付特別会計
の減などで、対前年度 4.1％減、企業
会計は前年度当初予算とほぼ同規
模となりました。
　全会計では、対前年度 0.5％減
で、2年連続の減です。

など

7556万円（8.8％増 ） 2466億2090万円
（2.2％増 ）

国庫支出金　21 4％
地方交付税

収入
6695億
9267万円
（1.6％増　）

議会の運営
0.2％
16億2951万円
（1.3％減 ）

その他
5.7％
377億1900万円
（19.7％増 ）

災害復旧
0.1％
8 億8553万円
（52.2％減 ）

ひろしま市民と市政2

新型コロナウイルス感染症 発熱や咳、倦怠感などの症状がある人は、かかりつけ医または受診・相談センター（積極ガードダイヤル） ☎241-4566 へ連絡してください。




